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第2期中期目標期間の5年とこれから

農業環境技術研究所 理事長　佐藤 洋平

荒波に翻弄

　2006年4月から始まった第2期中期目標期間が

終了する。この期を振り返る時に、まず想い起こ

されるのは、独立行政法人を巡る再編整理の荒波

にもまれ翻弄されたことである。それは2007年6

月に開始された行政減量・効率化有識者会議によ

る基本方針の策定作業から始まり、12月24日に

は、「整理合理化計画基本方針」のもと、（独）種苗

管理センター、（独）農業生物資源研究所との統合（3

法人統合）を含む「整理合理化計画」が閣議決定され

た。直ちに3法人統合による新法人への移行に向

けた準備作業に着手したが、その後潮流は変わり、

新たな荒波にもまれることになる。2009年11月

からは行政刷新会議による「事業仕分け」と「独立行

政法人の抜本的見直し」への対応に追われ、私たち

の研究所のこれからは、未だ混沌として霧の中に

ある。

チャレンジの成果

　今中期目標期間の開始にあたり、農業環境に関

わる知識創造の機能を強化するため、研究所の組

織を管理重視のピラミッド構造から、成果重視の

マトリックス構造へと転換し、併せて、研究活動

による成果を広く社会に還元することを目指した。

　その結果、内容に優れ社会的関心が高い成果が

選定される農林水産研究成果10大トピックスに毎

年連続して選ばれ、社会的期待の実現という目的

研究が着実に成果を上げている。さらには、文部

科学大臣表彰科学技術賞（理解増進部門、研究部門）

および若手研究者表彰（文部科学大臣表彰若手科

学者賞、若手農林水産研究者表彰、日本農学進歩賞）

の受賞、40件を越える国内外の学会賞（学会賞、

論文賞、奨励賞）受賞は、研究活動の成果が高い

水準にあり、研究領域における人材の育成機能が

十全に発揮されていることの証である。

　また、農業環境問題解決にむけての国際連携と

して、2006年12月にモンスーンアジア地域の研

究機関等とコンソーシアムMARCOを組織し、以

後先導して活動を行ってきた。さらに昨年3月には、

世界各国が政府レベルで参加する国際研究ネット

ワーク（GRA：農業分野における温室効果ガスに

関するグローバル・リサーチ・アライアンス）の水

田研究グループのコーディネート機関に位置づけ

られた。このことは、MARCOのもとでの取り組み

と成果が国際的に高く評価されたものと言えよう。

これから

　冒頭に述べたように、私たちの研究所を巡る情

勢は混沌としている。しかし、研究所の本旨は、「農

業生産の対象となる生物の生育環境の保全および

改善に関する技術の向上」という社会的期待の実現

に向けた研究活動であり、「社会のための科学」と

それを支える「科学のための科学」の営みを営々と

して行い、農業環境問題の解決のための知の創造

に励むことは今後も変わることはない。そのため

には、専門性の一層の深化を図るとともに、知識

の創造における多様性の恵みを深く理解し、多様

な人材で構成されるチームにより研究を進めてい

くことが大切である。そして、チームの構成員す

べてが「農業環境問題の解決のための知識の創造」

という目的を共有し、その価値（意義）や、そのた

めに必要となるあらゆる情報を共有すること。こ

うした態勢で、より大きな展望が開かれるものと

確信している。
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生物多様性研究領域　　藤井 義晴

研究トピックス研究トピックス

ナガミヒナゲシは、1961年に世田谷区で最初に発
見された比較的新しい外来植物で、近年、全国の幹線
道路沿いに急速に広がっています。オレンジ色の花が
可憐で美しいので、一般の方に好まれ、中には種を取っ
て、意図的に増やしている方もあるようです。しかし、
もともと地中海沿岸原産の雑草で、輸入穀物などに混
じって、非意図的に日本に入ってきたものと思われ、
繁殖力が強く、どんどん雑草化し生態系へ影響を及ぼ
す可能性もあります。そこで、この植物の発見時から
現在に至る分布拡大状況を明かにするとともに、周辺
の植物に及ぼす化学的な影響「アレロパシー活性」を
調べ、雑草としての危険性を調べました。（ページ下「ア
レロパシーとは？」参照）

分布域を拡大するオレンジ色の花
ナガミヒナゲシの分布域の推移を、帰化植物に関す

るメーリングリストで、全国の植物に詳しい方に呼び
かけて調べたり、全国各地の標本調査で調べた結果、
1961年の世田谷での発見以後、最初はゆっくりでし
たが、その後急速に分布域が広がり、2007年には東
北以南のほぼ日本全土に広がっていることがわかりま

した（図1）。発生場所は初期には道路沿いに限定され
ていましたが、現在では農地への侵入も認められるよ
うになっています。
ナガミヒナゲシは、秋に発芽し、ロゼット状態で越
冬した個体が春先に急に大きくなり、5月にかわいい
オレンジ色の花を咲かせます（図2上中）。種子は他
のケシの仲間と同じように、たいへん小さく、一粒の
大きさは、0.6×0.7mmで、重さは0.13mg程度です。
一つの実に平均1600粒の種子が内蔵されおり、一個
体から100個の実をつけることもあるので、最大で一
個体から15万粒の種子が生産されます。種子の表面
にはくぼみがあり、でこぼこしており、車のタイヤな
どにくっつきやすくなっています。梅雨時に種子がで
きるので、道路の中央分離帯にできた種子が、雨で濡
れた車のタイヤにくっついて運ばれ、道路沿いに分布
を広げていると思われます。交差点の信号の付近に特
にナガミヒナゲシの群落が見られるのは、タイヤに着
いた種子が信号待ちで落ちるためと思われます。
歌人の「やすたけまり」さんは、ナガミヒナゲシを歌っ

た短歌で、2009年の第52回短歌研究新人賞を受賞さ
れていますが、実に良くこの植物を観察しておられます。

春に気をつける外来植物：ながみひなげし
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図1　ナガミヒナゲシの全国への広がり

ああるる植物物物がが作作作るる化化学物物質が、他他の植物・微生物・
昆昆昆虫虫・動物物なななどどにに、直接接接または間間接的になんらかの
作作作用用ををを及ぼぼすす現現現象象。日本本語語では「他感作用」と訳さ
れれれてていいる。。

阻阻阻阻害害害作用ををしめめすす場合合が多いが、促進作用も含む概念。元元々々
ははああああるるる植物かから他他のの植物物に及ぼす作用を意味したが、最近近のの
研研究究究究でででは、昆昆虫・微微生生物・動動物に対する作用にも広がっているる。。

● アレロパパシーーーの例
セイイイタタカアワダダチチソウは、根や地下茎茎から種子の
発芽芽芽をを抑制制するる化学物質質を出していいる。

フィトトンチチッッドもアレロパパシーと同じ現象。
主に森森林林のの樹木から出さされる揮発性物質が
微生物物ななどどに影響を及ぼぼす現象が報告されている。
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「ちいさくてかるいからだはきづかれず
 きずつけられず運ばれてゆく」
「砂時計はんぶんにした実のかたち
 国道沿いに殖えてゆくもの」
「六月の信号待ちのトラックの
 濡れたタイヤにはりつく未来」

ナガミヒナゲシの実と種子のかたち、道路沿いに殖
えること、梅雨時の雨に濡れた車のタイヤにくっつい
て遠くまで運ばれることを、実に的確に詠んでおられ、
感心しました。

「なつかしい野原はみんなとおくから
 来たものたちでできていました」
「ある年の数字がならぶ
 『ナガミヒナゲシ　発見』と検索すれば」
「その年にどこかからわたしも着いた
 陸半球の縁ぎりぎりに」

ナガミヒナゲシが発見された年にお生まれになった
らしいこと、やすたけさんにとってなつかしい野原の
風景はナガミヒナゲシのような外来植物でできている
こと、この花に対する共感があふれているすてきな短
歌だと思い感動しました。
著者も個人的には、やすたけさんの歌がたいへん好

きで、ナガミヒナゲシの花もかわいいと思うのですが、
生態系への影響や雑草としての危険性を評価をする必
要があると考え、以下の研究を行いました。

周辺植物の生育を阻げる
アレロパシーの作用経路の一つである、根から出る
物質が周辺の植物に及ぼす影響を調べてみました。ナ
ガミヒナゲシを栽培し、プラントボックス法（生きた
植物体の根から滲出する物質によるアレロパシーを検
定する方法、農業環境研究成果情報第8集）で検定
した結果、レタスの根の伸長に対して強い生育阻害活
性を示しました（図3）。レタスを用いるのは、感受性
が高い検定植物としてよく使われるためで、双子葉植
物の反応の代表としています。この結果、ナガミヒナ
ゲシの根から出る物質が、周辺の他の植物の生育を強
く阻害する作用を持っていることが分かりました。次
に、葉から溶脱する物質が他の植物の生育に及ぼすア
レロパシー活性を検定するサンドイッチ法（同14集）
で検定した結果、やはり強い阻害活性が認められ、葉
にも周辺の植物の生育に影響する物質が含まれている
ことが推定されました。
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図2　 ナガミヒナゲシのロゼット（上左）、花（上中）、完熟した実（上右）、種子（下）
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雑草化する危険性が高い
ナガミヒナゲシの雑草化リスクを、これまでに農環
研で開発した、アレロパシー活性を評価項目に含む改
良FAO方式雑草リスク評価法（同24集）で評価しま
すと、ナガミヒナゲシは、これまでに特定外来生物（生
態系や農業に対する被害が強いとして、栽培や保持
が法律で禁止されている外来生物、植物は現在12種）
に指定されている植物に匹敵するか、むしろこれらを
上回る高いリスク点数が得られました（表1）。
ナガミヒナゲシは、未熟な種子にも発芽力があり、

開花後の刈り取りは、かえって分布を広げることになり

ます。つくば市周辺で観察していますと、毎年、道路
の中央分離帯の除草は5月以降の、ナガミヒナゲシの
種子ができてから行われているようで、この除草作業
がかえってナガミヒナゲシの種子の散布を助けている
と思います。本種の蔓延を防ぐには、花が咲く前のロゼッ
ト状態（図2の上左）の時期に駆除することが重要です。

外来植物とうまくつきあう
川柳作家として有名な井上信子さんは、「国境を知らぬ
草の実こぼれあい」という川柳を、第二次世界大戦直前
の1940年に詠んでおられます。雑草は国境を越えて広が
る、植物には国境はない、国家がいくら弾圧しても反戦運
動は広がるとの意味であろうと思われますが、人間が作っ
た国境を越えて雑草が広がることとうまく掛けてあります。
日本人の食は、米、ジャガイモ、サツマイモ、トマト、

リンゴなど、ほとんど外国から来た植物に依存してい
ます。私は外来植物すべてが悪者というわけではなく、
今後も新しい有用外来植物は農業に利用すべきである
が、生態系へのリスクの大きなものは取り締まるべきで
あると考えています。外来植物とどのようにつきあうか、
どのような植物は駆除すべきで、どのような植物とうま
くつきあうか、今後もこのような外来植物に関する研究
は、農業環境の基礎研究としてきわめて重要でしょう。

引用文献
やすたけまり（2009）．第52回短歌新人賞発表
受賞作「ナガミヒナゲシ」　短歌研究　2009年9月号
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図3　 プラントボックス法によるナガミヒナゲシのアレロパシー
活性の評価
ナガミヒナゲシの根に近いところでは、レタスの根の伸
長が抑制されています。



農環研ニュース　No. 90  2011.3

研究トピックス

かつて、江戸・東京の重要な自然資源供給地は近
郊の関東平野でした。特に、燃料を石油に頼る以前の
時代では、燃料のかなりの割合は薪や炭でした。関東
各地の農村は、それを樹林地から供給するとともに、
自給肥料や農産物も生産していました。いったいどの
ような土地利用のもとに、自然資源と農作物を供給で
きたのでしょうか。また、農業の近代化や地域の都市
化によって、土地利用はどのように変化してきたので
しょうか。

農村の土地利用をたどる
農村環境の変化は、古い地図を見ることによってた

どることができます。明治初期に測量された“迅速測図”
を見ますと、たとえば茨城県南部の平野では農村の約
60％は樹林地か草地でした。その後の傾向も各年代
の地図を比較して知ることが可能ですが、地図には記
載されていない地域の特徴も多いことを忘れてはなり
ません。地形図の樹林地は均一に「針葉樹」や「広葉樹」
と記されていて、それ以上の詳細はあまりよくわかり
ません。しかし、地図の多くは航空写真から作成さ
れていることを思い出しましょう。航空写真を見ると、
時代の変化を地図よりも詳細にたどることができます。
日本全国を網羅して航空写真が撮影されたのは第
二次大戦直後でした。国土地理院に保管されているい
わゆる「米軍航空写真」です。その後は国土地理院な
どによって全国が何度も撮影されています。これらを
集めて比較したり、地図と合わせたりして地域の特徴
を確認することも有益です。農業環境技術研究所では
航空写真を地図や人工衛星画像と組み合わせて、土
地利用の変化を研究しています。

航空写真を補正する
航空写真を地図と比較するうえで、一つ大きな問題

があります。航空写真はカメラのレンズを通して撮影
された写真であるために、画像は大きく歪んでいてそ
のままでは地図と重ねたり、隣の写真と並べたりして
も、互いに合いません。スナップ写真を並べてパノラ
マを作ろうとした方ならば、その経験があるでしょう。
幸い、衛星画像とともに写真画像を処理する写真測
量用のコンピュータソフトがとても発達し、素人（研
究者も含めて）でも、航空写真を補正して、複数の写

真をつなぎ合わせたり、地図に合わせたりすることが
可能になりました。
では、1947年11月1日に撮影された茨城県牛久市

の航空写真を2枚、つなぎ合わせた例を紹介します。
コンピュータに航空写真を取り込んだあとに、地図と
比較して共通点を探します。これにより、地図上の位
置が確定します。次に、コンピュータソフトが2枚の
航空写真の共通点を探します。図1に見られるように、
たくさんの共通点が見つかりました。これら共通点と
ともに、標高と写真を撮影した飛行機の傾きを考慮し
ながら、ソフトは2枚の写真から地図に合った1枚の
画像を作成します。その結果が図2になります。画像
の上には、現在の道路、鉄道、市役所、駅も示しまし
た（図2）。

牛久市の変遷
この写真を見て、まず気がつくのは、1947年の茨
城県においても樹林地が多いことでしょう。航空写真
に見られるやや大きめの黒い地域が樹林地です。また、
樹林が伐採されていたのでしょうか、樹木が疎らにし
か立っていない、開けている箇所も見受けられます。
すなわち、農村の樹林地は利用されていたために、常

航空写真に見る農業環境の変遷

生態系計測研究領域　　デイビッド・スプレイグ
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図1　 航空写真をつなぎ合わせるコンピュータソフト
△：写真と地形図との共通点、□：写真間の共通点

左の航空写真 右の航空写真
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に樹木が生い茂っていたのではなく、様々な成長過程
の樹林や、伐採後の草地のような地域が混ざっていた
状況が航空写真で確認できます。
農地に目を向けますと、田畑の様子が現在とかなり
異なることがわかります（図3）。現在の農地は区画が
整理されていますが、当時の農地はそのように整理さ
れていません。特に、圃場整備が始まる前の水田は様々
な形をしていました。現在の航空写真と比較すると、
水田や河川がいかに整備されたかがよく分かります。
当時の集落が、新興都市に囲まれてしまっている場
合もありますが、その多くは現在も残っています（図4）。

お茶の間で歴史空中散歩
ここまで紹介した航空写真はインターネットで簡
単に閲覧できるようになりました。国土地理院のHP
（www.gsi.go.jp）から「国土変遷アーカイブ」や「電子
国土基本図オルソ画像」をご覧になってください。また、
迅速測図をご覧になるには農業環境技術研究所のHP
（www.niaes.aff rc.go.jp）から「歴史的農業環境閲覧シ
ステム（HABS）」をクリックしてください。お馴染み
の地域を探して、その地域の歴史を探訪してください。

7

図2　 2枚の「米軍航空写真」をつなぎ合わせた画像
1947年11月1日の茨城県牛久市（道路名・鉄道名は現在のもの）

図3　牛久市岡見町の水田と畑地
1947年撮影 1990年撮影

図4　牛久市牛久町の集落と新興住宅地
1947年撮影 1990年撮影

茨城県牛久市
1947年11月1日
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気温観測といったら思い浮かぶのは百葉箱ですが・・・
屋外における気温観測では、温度計の感部に日射が

当たらないようにすることが大切です。日射の熱は温
度計を温め、気温を実際よりも高く観測してしまいま
す。また、温まってしまった温度計の
冷え具合は、感部に当たる風の強さに
依存します。さらに感部に雨や雪が当
たると、測っているのは気温ではなく
雨雪の温度になってしまいます。つま
り、十分な注意を払わないまま屋外で
温度計を使うと、正確な気温が測れな
いのです。温度計は、日射や雨雪が当
たらず、かつ風通しのよいところに入
れて観測しなければなりません。
それを実現する方法として、ひと昔前までは百葉箱
が使われていました。百葉箱はかつて多くの小学校に
設置されていたことから、「正確に気温を測るのなら百
葉箱」と考えている人も少なくないと思います。とこ
ろが実は、百葉箱は気象官署（気象台や測候所）にお
ける観測では、今から18年も前に廃止されています。

代わりに現在では、「強制通風
筒」という装置を使って気温
を観測していますが、このこ
とは一般にはあまり知られて
いません。

キョウセイツウフウトウ？
この「強制通風筒」という装
置は、風雨や日射を防ぐ二重
構造の金属筒の中に温度セン
サーが入っており、電動ファ
ンで空気を勢い良く吸い込ん
で筒と温度センサーに当てま

す。百葉箱の通風は自然の風任せでしたが、強制通風
筒では人工的に風を送って外気と温度センサーが十分
に熱交換するようにして気温を観測します。
強制通風筒の登場によって正確に気温が測れるよ

うになりましたが、気温を観測してい
るアメダス観測点はおよそ21km間隔、
気象官署（特別地域気象観測所を含む）
はおよそ100km間隔で設置されてい
るに過ぎません。また、観測点周辺が
都市化している場合、農耕地とは気温
が異なる恐れもあります。したがって、
高温生育障害の問題を考えるときには、
現場である農耕地で観測するのが最適

です。しかし、これまで強制通風筒は数十万円と高価
であるため、一般には利用が進みませんでした。

正確な気温観測をもっと身近に
そこで私たちは、ホームセンターなどで容易に入手
できる住宅用建築資材を組み合わせて、誰でも安価に
自作できるように工夫した強制通風筒「NIAES‒09型」
を開発しました（右上）。NIAES‒09型はFF式ガス湯
沸器の吸排気管や、汲み取り式トイレの臭気抜きに使
われる換気扇、塩ビ管継手、アンテナ設置金具などを
組み合わせることで、2万円以下で自作が可能です。
安価でシンプルな構造ですが、基本性能は気象官署
で使われている強制通風筒と遜色ありません。
近年、安価ながら高度な機能を持った温度ロガーが

市販されるようになりました。このような温度ロガー
を屋外での気温の観測に用いる際には、温度センサー
自体の精度もさることながら、前述した通り適切な配
慮をしなければ気温を正しく測ることはできません。
ぜひNIAES‒09型を使って正確な気温観測を手軽に
実現し、皆さんの研究に役立ててください。

気温といえば、テレビや新聞などの気象情報を通じて毎日接する最も身近な気象要
素のひとつでしょう。暑かった昨年の夏もまだ記憶に新しいところで、特に北日本と
東日本では1946年以降で最も高い平均気温を記録しました。
近年の高温傾向は農業にも影響を及ぼしており、たとえばお米の品質が低下したり、

あるいはイネの穂の一部に実らない籾が生じるといった、高温生育障害が発生してい
ます。こういった障害がどのような気象条件で発生しているのかを明らかにし、対策
技術を開発していくためには、まず気温を正確に把握することが基礎となります。
ところで、屋外における気温の観測がどのように行われているか、ご存知でしょうか。

気温を正確に測るには

大気環境研究領域　　福岡 峰彦　桑形 恒男　吉本 真由美
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NIAES‒09型

百葉箱
（気象庁1号型）

強制通風筒の例
気象官署で使われている
JMA-95型の同等品



農環研ニュース　No. 90  2011.3

NIAESトピックス

NIAESトピックス

報　告

報　告

第28回 土・水研究会「温暖化緩和策と土・水圏の物質循環研究の接点」

農環研の研究成果が農林水産研究成果10大トピックスに

第28回土・水研究会「温暖化緩和策と土・水圏の物
質循環研究の接点」が2月23日につくば農林ホール
に於いて開催され、212名の参加がありました。
近年、農業分野から排出される3種類の温室効果ガ

ス（二酸化炭素、一酸化二窒素：N2O、メタン）を削
減するために様々な緩和策が提案され、農業環境技術
研究所でもメカニズムの解明や有効性の定量的な評
価法などの研究が重点的に実施されています。本研究
会は、緩和策による温室効果ガスの発生抑制を他の環
境影響、例えば水質汚染などを引き起こすことなく実
現するためには、土・水圏の物質循環研究と連携する
ことが重要であろうとの考えから、その方向を探りた
いという趣旨で行われました。
農環研からは、秋山博子主任研究員が施肥由来の
N2Oの発生に関して硝化抑制剤などの有効性やIPCC
の排出係数の改訂などについて、南川和則研究員が地
下水へ溶脱した窒素からのN2Oの間接発生のメカニ
ズムと定量法について、須藤重人主任研究員が水と有
機物管理によるメタン抑制と生産性の維持について、
さらに白戸康人主任研究員が有機物投入による農地土
壌への炭素蓄積に関する世界の動向、日本の政策、日
本の研究の動向について紹介しました。また、中央農

業総合研究センターの太田健氏からは土壌環境基礎
調査基準点調査に基づいた有機物の長期連用による
土壌炭素蓄積に関する解析結果について、岡山大学の
前田守弘氏からは、堆肥を長期連用した際の硝酸性窒
素溶脱の長期観測結果やそのモデル化について、最
後に、茨城大学の小松﨑将一氏からカバークロップに
よる炭素貯留の効果と生産性の向上、N2O発生とのオ
フセット等についてお話しいただきました。どの講演
も大変興味深い内容で、議論も活発に行われました。
総合討論では、硝化抑制剤や緩効性肥料による施肥
効率向上の可能性についてや、堆肥の利用に関して、
温暖化緩和のみでなく土作りや生産性の観点からの総
合的な検討が必要であると議論されました。
 （物質循環研究領域長　新藤 純子）

2010年12月16日、農林水産省農林水産技術会議
から「2010年農林水産研究成果10大トピックス」の
発表があり、農業環境技術研究所の研究成果から、「土
壌洗浄法によるカドミウム汚染水田の実用的浄化技術
を確立―低コストで水田土壌のカドミウムを除去―」
が第9位に選ばれました。
汚染水田に水と塩化鉄を入れてカドミウムを溶出さ
せ、汚染排水を処理することでカドミウムを除去する
方法で、栽培米に含まれるカドミウム濃度を、無処理
の場合と比較して、70～90％程度低下させることが
できます。現行の対策である客土と同等以下の費用で
実施でき、採土による環境影響がなく農地土壌の生産
性への影響も少ないのが特長です。（前々号の農環研
ニュースNo.88を参照）
「2010年農林水産研究成果10大トピックス」は、

農業技術クラブ（農業関係専門紙・誌など29社加盟）
の協力により、この1年間に報道された農林水産研究
の成果から、研究開発の内容に優れ、社会的関心が高
いと考えられる成果10件を選定したものです。

 （広報情報室長　廉沢 敏弘）
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持続可能な力強い農業を育てていく上で、連作障害

等を引き起こす土壌病害の克服は、重要な技術課題で

す。特に近年、土壌消毒に広く利用されてきた農薬の

使用規制により、早急な課題解決が農業現場から望ま

れています。農林水産省では世界に先駆け、土壌

DNA（土壌から培養過程を経ず得たDNA）の解析技

術を取り入れ、土壌病害の革新的な診断技術の開発

（eDNAプロジェクト）を平成18年度より5年間進め

てきました。これにより、技術的に困難とされてきた

土壌病害の診断を高精度かつ効率的に実施する基本

技術が確立されました。

そこで、本技術を農業現場で利用できるレベルに改

善していくため、各都道府県及び民間企業等で技術指

導に関わる皆さんを対象とし、基本技術を紹介すると

ともに、次年度からの実用化研究の連携について意見

交換を行うために、本説明会を開催しました。2月8

日（火）、農林水産省本省講堂（本館7階）で開催し

た説明会には、160名（都道府県52名、民間50名、

大学24名、独立行政法人24名、農林水産省10名）

の方にご参加いただきました。

佐藤理事長の挨拶の後、第1部では、最初にプロジェ

クトリーダーが土壌DNAの解析技術の特徴を、東北

農業研究センターの森本氏が利用マニュアルについて

説明しました。引き続き、3名の方からマニュアルの

活用事例について講演がありました。近畿中国四国農

業研究センターの村上氏は、アブラナ科野菜根こぶ病

防除で使われている農薬の残効性を糸状菌相の解析で

評価でき、農薬の無駄な施用を減らせる可能性がある

こと、沖縄県農業研究センターの宮丸氏は、緑肥施養

後に後作の播種ができない期間を、糸状菌相の多様性

指数の変化から推定できそうであること、長野県野菜

花き試験場の藤永氏からは、クロルピクリン等で土壌

消毒を行った畑の病害抵抗力の低下を糸状菌の多様性

指数で評価できる可能性について報告がありました。

第2部では、プロジェクトリーダーから土壌DNA

情報を利用した診断技術確立にむけての展望や、デー

タを蓄積、利用するために農環研で作成した「農耕地

eDNAデータベース（eDDASs）」が紹介されました。

このデータベースは、全国各地の畑における肥培管理

と微生物相（あるいは病害発生）の関係を土壌群（土

壌の種類）ごとに調べることができるよう作られてお

り、実際にインターネット上で動かしてその使い方に

ついて説明がなされました。第3部では、ポスターセッ

ションにより、eDNAプロジェクト参画者全員が5年

間の成果を発表し、参加者と情報交換を行い、説明会

を終了しました。

会場では、土壌診断に取り組みたいという希望をも

つ方が多く、県関係者や民間の関心が極めて高いこと

を感じるとともに今後の研究に貴重な示唆をいただけ

ました。

 （農業環境インベトリーセンター長　對馬 誠也）

報　告

革新的な土壌診断技術の利用に関する説明会

ポスター発表の様子
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これまでに、わが国では農地や林地に分布する土壌

の性質を調べ、それに基づく土壌分類体系を確立する

ことにより土壌を適切に利用し、保全してきました。

一方、近年地球温暖化緩和対策としての土壌による炭

素の貯留や水質浄化機能などその重要性が見直され

ており、土壌の持つ多様な機能の評価について社会的

な要請が高まっています。このため、農業環境技術研

究所農業環境インベントリーセンターでは、わが国の

農地土壌を中心に、土壌分類、土壌標本、分布や特

性などの土壌情報より構成される土壌インベントリー

の一体的な整備に着手するとともに、これらを収集、

整理、解析、提供するシステムの再構築を進めてきま

した。同時に、農地や林地といった土地利用の違いに

とらわれずにわが国の土壌を一律に分類できる包括的

土壌分類第1次試案の作成にも取り組んできました。

そこで、こうした取り組みの科学的あるいは社会的

な意義を確認するとともに、国内の関係者に農業環境

インベントリーセンターでの最近の研究成果を紹介

し、今後の課題について議論することを目的として、

本研究会を2月24日（木）、つくば国際会議場で開催

しました。

本研究会には、公立研究機関、大学、行政部局、

独法、民間など合計86名の方々に参加していただき

ました。佐藤理事長の挨拶の後、首都大学東京の小

﨑氏による基調講演がありました。小﨑氏からは、デー

タベースの構築が重要であるだけでなく、利用者を常

に意識した情報の発信方法が重要であると報告があり

ました。引き続き、Ⅰ部では三枝氏（豊橋技術科学大学）

と羽石氏（農林水産省生産局）からそれぞれ「学術会

議からの期待」、「行政から望むこと」と題して講演が

ありました。

Ⅱ部では、農環研のH21～22年度の成果である、

「土壌情報閲覧システム」や「包括的土壌分類第1次試

案」について紹介を行いました。この間、休憩時間には、

会場前のロビーにおいて、土壌モノリス12点、ジャ

イアントモノリス2点や「土壌情報閲覧システム」、「農

業統計情報メッシュデータ閲覧システム」を展示して

担当者が紹介にあたりました。土壌モノリスの説明に

は多くの参加者が集まり、強い関心を持っていること

を実感しました。

Ⅲ部においては、土壌情報の活用例として、稲生主

任研究員から「モデルによる農薬の動態解析」、白戸主

任研究員から「モデルによる全国の土壌炭素蓄積量の

推定」について紹介し、丹羽氏（株式会社ズコーシャ）

からは「土壌情報を利用した作物生産力評価」につい

て最新の成果報告がありました。

土壌インベントリーという基盤的な研究の成果に県

や民間の関係者がどの程度関心があるか心配でした

が、予想以上に多くの参加があり、それぞれの講演に

対して情報交換ができました。

 （農業環境インベトリーセンター長　對馬 誠也）

農業環境インベントリー研究会

土壌インベントリーの整備と有効利用のためのシステム

土壌モノリスの展示
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報　告海外女性研究者ロールモデル講演会

「農業研究における女性のキャリアについて：オーストラリアの例から」
文部科学省科学技

術振興調整費の女性

研究者支援モデル育

成事業「双方向キャリ

ア形成プログラム農環

研モデル」の一環で、

オーストラリア連邦科学産業研究機構（CSIRO）の

女性研究者フェルナンダ博士（Dr. Maria Fernanda 

Dreccer）をお招きし、国や研究機関の子育て支援制

度やご自身のワークライフバランスについてお話して

いただきました。

その中で、産休や育休などの諸制度や、仕事と家庭

の両立のために家族の協力（分担）が最も大きく影響

する点など、オーストラリアは日本の状況と非常によ

く似ていることが分かりました。職場では、学生やポ

スドクに比べ、常勤や管理職における女性の割合は少

ない点も我々の現状とよく似ていました。一方で、労

働時間や給与に関し、様々な働き方を選択することが

できる環境で、研究者としてキャリアを積んでいくた

めには、どのようなキャリアパスを歩むのかを常に意

識していることが大事だというアドバイスをいただき

ました。大陸をまたいでダイナミックに活動されてい

るフェルナンダさんのお話は若い研究者にとっても大

変刺激になりました。

所内外から30名以上の参加者があり、オーストラ

リアの制度や、研究者としての選択（ターニングポイ

ント）について活発な質疑応答が行われました。

 （企画戦略室　大浦 典子）

　4月に開催を予定していました（独）農業環境技術研究所の一般公開は、3月11日に発生した東北・
関東大震災に伴う影響を考慮して中止します。
　何卒ご了承ください。

一般公開を中止します

NIAESトピックス

2月19日（土）、イーアスつくば内の「ウィズガーデ

ンつくば」で、農環研サイエンスカフェ「植物で水を

きれいにする」を開催しました。このサイエンスカフェ

は文部科学省の女性研究者支援モデル育成事業の一

つとして実施したもので、土壌環境研究領域の阿部薫

上席研究員が話題を提供しました。

阿部研究員からは、マコモを植えた人工湿地で学生

寮の生活排水を浄化する研究や、自身が開発したバイ

オジオフィルター水路によって、ため池の水を浄化す

る研究を紹介し、植物による水質浄化の意義や適用場

面についてお話ししました。また、牛久第三中学校の

科学部の生徒さんたちに、牛久沼の水質改善をめざし

て取り組んでいる植生調査や植物による水質浄化の研

究の成果を発表していただきました。

今回のサイエンスカフェでは中・高生や大学生を始

め34人もの方に参加いただき、世代やバックグラン

ドを超えて、環境保全のためのサイエンスについて、

知識や興味を共有することができました。

 （広報情報室広報グループ）

報　告
農環研サイエンスカフェ「植物で水をきれいにする」

会場の様子と
牛久第三中学校科学部の生徒さんによる発表
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